










繁縷/繁蔞［ハコベ/ハコベラ］

別名：雛草［ヒヨコグサ］、雀草［スズメグサ］、朝白げ［アサ
シラゲ］、日出草ナデシコ科ハコベ属の越年草。

三月頃から九月頃まで咲き続けます。
辺りに普通に生えている野草。
柔らかくてふかふかした茂みを作り、5～7mm程度の白くて
小さな花を、散りばめた星のように咲かせます。とても可愛
い。
これを見ると、春になったなぁ～と感じます。
学名「Stellaria media」は、ラテン語で「中くらいの星」と言う
意味です。
「ひよこ草」の名でも知られますが、まさにニワトリまっしぐ
ら。英語でも「chickweed（ニワトリ草）」と言います。
ニワトリだけでなく人間も、古来からこの柔らかでみずみず
しい栄養豊富な草を食べてきました。

春の七草のひとつとして挙げられています。
花弁は実は五枚。しかし基部まで真っ二つに裂けているの
で、あたかも十枚のように見えます。
よ～く目を凝らせば、二つずつまとまったV型の花弁が五
枚ある、ように見えるでしょうか。

名の由来は、「生い茂る草むら」という意味の「蔓延芽叢
［ハビコリメムラ］」の転訛という説や、種が落ちるとその年
のうちに芽が出て蔓延［はびこ］るから「ハコベ」だ、という
説などがあります。














